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学位論文タイトル紹介

　惑星科学関連分野にて博士号または修士号を近年取得された会員の研究内容を学会員に広く知ってもら
う目的で，論文タイトルを掲載いたします．項目は，（1）氏名，（2）論文タイトル（現題名），（3）論文タイ
トル（和訳名），（4）論文提出時の所属，（5）学位取得年・月，（6）次の所属，の順です。希望者は，論文の
結果を最もよく表す図を1 枚掲載できます．
　この記事に関するお問い合わせは編集長（chiefeditor@wakusei.jp）までお願いいたします。
※毎年6 月号に，過去3 年まで遡って掲載可能．投稿方法等はomlにて案内いたします（2月頃）．

（1） 新中 善晴（しんなか よしはる）
（2） Study of the origin of the cometary volatiles
（3） ―
（4） 京都産業大学大学院 理学研究科 物理学専攻
（5） 2015年3月
（6） 国立天文台

（1） 黒崎 健二（くろさき けんじ）
（2） Evolution of ice giants in and outside the solar 

system
（3） 太陽系および太陽系外における巨大氷惑星の進化
（4） 東京大学大学院 理学系研究科 地球惑星科学専攻

（1） 野津 翔太（のつ しょうた）
（2） 原始惑星系円盤の化学構造と，高分散分光観測に

よるH2Oスノーラインの検出可能性
（3） ―
（4） 京都大学大学院 理学研究科 物理学・宇宙物理学

専攻
（5） 2016年3月
（6） 京都大学大学院 理学研究科 物理学・宇宙物理学

専攻 博士後期課程

（5） 2016年3月
（6） 名古屋大学

（1） 金丸 仁明（かなまる まさのり）
（2） Effects of Rotation and Interior Density 

Distribution on the Surface Gravity Field of 
Asteroid Itokawa

（3） 小惑星イトカワにおける自転および内部密度分布
が表面重力場に与える影響に関する研究

（4） 大阪大学大学院 理学研究科 宇宙地球科学専攻
（5） 2017年3月
（6） 大阪大学大学院 理学研究科 宇宙地球科学専攻 博

士後期課程
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惑星放射強度と年齢の関係と大気中の氷成分量の影響

現在の天王星
(年齢=46億年)
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大気中の氷成分を多くすることで
惑星放射強度が増大
熱進化が加速することにより
形成時に大きな初期光度でも
現在の天王星光度を説明可能
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